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The purpose of the present experimentsis to find the factorsinfluenclng the  

accumulation of nitratein tomato fruit．  

Present study wascarriedout toinvestigate the extent of the absorption and of  

the acculnulation of nitratein tomato fruitduringthe fruit culture and theeffectsof  

Substancesexpected topreventnitrateaccumulation．Tomatofruitisolatedfromplant  

was used for the fruit culture．  

The results obtained are：  

1）Unripe fruit absorbed and accumulated appreciable amo11nt Of nitrate，Whereas  

no significant amount ofnitrate waseither absorbed or accumulated byred－ripefruit，  

（Tablel，2．3）   

2）SiInaZine．molybdenum andgibberellininhibitcd the accumulation of nitratein  

greenmature fruit．（Figurel）   

3）Iron and copperexerteda promotingeffectson the accumulation of nitratein  

green mature fruit．（Figtlrel）  

1 緒  言  

トマト果実の硝酸塩蓄掛こ閲し，前報1）でトマト樹のNO′3－Nの吸収と移行について報告した．  

1株が10～20gのNO′3－Nを吸収するに対し，果実小のNO′8－Nは数mgであるので果実自  
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体のNO′。一Nの吸収力が′トさいこと，および熟度の違いによりNO′3－Nの蓄積量が異なる空）ので  

熟度の違いにより吸収力に差異があることが推定された・   

本実験はトマト果実自体のNO′3－N吸収量，蓄積量を知る目的で，果実培養法によって果実を  

他の器官から独立させ，トマト果実自体のNO′ユーN吸収，蓄積，および蓄積阻害物質と考えられ  

る物質の影響をみたものである．   

2 実験方法  

2－1供試トマト果実   

圃場，ガラス室鼓培中の標準施肥区で育てた収穫末期のChicoを供試した・   

2－2 果実培養法   

果硬からNO′。－N一を吸収させるペく，果梗，へたを着けた果実を果梗の離層部を中心にして，  

果実と反対側の果梗約1cmを残して他の器官から独立させ，1cmの果桂部のみを2％NaNO3  

又は0．1鋸仁KNO。溶液に2～6日間浸した後，果実，へた，果硬のNO′a－Nを測定した．はじめ  

の0．1丸ノIKNO3溶液中のNO′3－Nこ邑と処理後の残存NO′3－N畳の差を吸収壷とし果実100gあ  

たりの吸収量で示した．   

2－3 NO′3－N蓄積阻害物質   

NO′3－N蓄童を阻害すると考えられるMo，Mn，Mg．Fc，Cu．アスコルビン酸，NAA，ジベ  

レリン，2．4D，シマジンを標準施用量の5～10倍量を0．1M KNO8溶液に添加した．   

2－4 NO′a－N分析法   

Bray民法の変法8）を使用した．   

3 実験結果  

3－1吸収と蓄積   

緑白菜，催色果，完熟果の吸収と蓄積をTablelに示した．蓄積量は緑白果24ppm，催色果  

10．4ppm，完熟果4ppmであり，対照区（水）に比べ蓄積量が多かった．果梗での蓄積量も対照  

（永）に比べ多かった．蓄積程度は果実の熟度の違いにより相異が認められ，緑白票に多く，完熟  

果では少なかった．NO′さ－N吸収量は未熟果ほど多く，吸収量と蓄積量の問に相関関係が認めらゎ  

た．   

熟度の違いによる蓄積の差をより詳しく知るため，結実間もない小異，肥大中の緑果，緑白果，  

催色果，挑熟果，完熟果を培養した結果，Table2の結果を得た．緑白期までの未熟異には蓄積が  

多く，催色期以降の熟度の遊んだ果実にはほとんど蓄積が認められなかった．  

／ト果，緑自乗，催色果，完熟果を着けた1つの呆房を培養すると，Table3の結果が得られた．  

この場合も前記2つの例と同じく未熟果ほど蓄積量が多かった．しかし，この場合Table2と異  
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TablelTheaccumulation of nitrateduringthe fruit culture of tomatoof  
Various rlpe Stage．  

NO′3－NinrruiLcultul・edon  DisappearanceofNO′3－N′  
Ri匹neSS  

Water   2％NaNO3 SOltltion   inculturemedium   

ppnl   ppm   mg／100g丘uit  

（ 

0．8  24．0  18．50  
肋regn駕m 

90．0  1040．0  

‡ 

0  10．4  4．41  
Breaker 

165．0  1290，0   

（ 

0  4．0  0   

Redripe 
29．0  625．0   

Table2 The accumuIation of nitrate  

during the fruit culture of  

Of tomato various ripe stage  Table3 The accumulation of nitratein  

fruits and calyxes during the  

Chster euIturc．  
NO′3－N  

Ripeness  
Fruitlcalyxl認諾‾  

Earlv setting  

Early nlature gree11  

1血ture green  

Breaker  

Lighトpink  

Red一山pe  

なり催色果でもNO′3－NlOppmの蓄積が認  

められた．   

3－2 蓄積阻害物質の影響   

蓄積を抑制すると考えられる物質（これら  

は硝酸還元を促進すると考えられている）を  

添加し，蓄積への影響をみたのがTable4  

である．なおこの実験には緑白果を用いた．   

0．1M KNO3溶液処理の果実中のNO′3－  

N31ppmに比較して，シマジン，むIo，ジ  

ベレリン，NAA区では少なく，Fe，Cu区で  

は多く，丸血∴Mg．アスコルビン醸区で同程  

度であった．  

Table4 Effect ofadditionofaccumulation  

inhibitors on the accumulation of  

nitratein green mature fruits  

during the fruit culture  

ITlhibitors INO′8－N  

ppm   
2．4  

31．0  

14．5  

30．0  

46．5  

28．0  

42．5  

34．0  

21．5  

17．0  

36．5  

6．0  

Water  

O，1M KNO3  

10‾5M．NaヱMoOi・2江20  

10－5M．MnCl雲・4H20  

10－4M．FeC8Hさ07・nH20  

10－8M∴MgSO重・7H20  

10－5M．CuSOヰ・5H20  

10－3M．Ascorbic acid  

lO－4M．NAA  

lO一里孔GB  

lO－彗u．2．4D  

lO‾¢MSimazine  
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4 考  察  

果実培養の結果からトマト果実の未熟果はNO′さ一Nをより多く吸収，蓄積し，完熟果はほとん  

ど吸収しないことが判明した．Table3の結果のNO′3－N墓相対過度を絶対濃度に直すと，果梗  

（7．3g）で32．8mg，小異（59g）4．2mg，小異のへた（0．75）9．3mg完熟呆（302g）で1．6mg，  

へた（2．2g）6．52mg であった・生育中の果実では線白黒が最も蓄積量が多いという第1覇の結  

果とは少々異にした．この原因ほ栽培中では掛こ吸収されたNO′3－Nの大部分が共に移行するこ  

と．培養液の0．1丸IKNO3溶液はNO′3－N1400ppmであり栽培中のへた，果梗のNO13－N量  

より高濃度であること，および果実培養は2～6日間の吸収結果であるが，栽培qlは長い期間たえ  

ず吸収と還元をくりかえしている等の点にあろう．いずれにしても裁培巾の果実のNO′3－N量よ  

りほるかに多くの蓄積がみられることは果実に予想以上の吸収力があると推定された．この点につ  

きCriderヰ）はオレンジ，グレープフルーツの各器官の養分吸収力を測定し，果実は新薬と同じ  

皮の強い吸収力があると報告している．   

本実験の巾で催色果に10ppm程度の蓄境が認められる場合と認められない場合があった・催色  

巣が10ppmの時完熟果が5ppm認められ，催色異に蓄殻が認められない時には完熟果でも認め  

られなかった．この原因は不明だが，催色軌の果実への多量のNO′8－Nの移行は催色黒での多墓  

の蓄積と完熟果へのわずかな移行の可能性という点から完熟果での蓄積の直接原因ともなり得る．   

一般にNO′3－Nの吸収に悼ない，陽イオンが吸収され5），NO′ユーNが還元されて同化過掛こ入  

るとあとに塩基が残り，この中和のために有線酸の生成れ7）が活発になる．トマト果実ではKを  

増施すると有線酸含量が増加8）・g）するといわれる．これらは間接的に硝酸還元を促進するもので  

あろう．丸Ioは硝酸還元酵素系10）に，九1n，Fe，Cu．丸rgは亜硝酸還元酵凛系8）ぉよびそれ以後  

の系に必要とされている．アスコルビン酸は硝酸還元に必要な還元圧を保つように働くとされ11），  

シマジン1已） は硝酸還元を促進するといわれている．NAA．2．4D，ジベレリンは休内代謝を乱し，  

また酸層の形成の促進と抑制作用があるといわれている．この果実培養の結果を栽培に応用し，  

hloとシマジンは培養液に添加したり，菜面散布を試みている．ジベレリンに関しては続報で報告  

する．   

Cu，Feの添加による蓄厳の増大，アスコルビン酸の無効果に関しては原因は不明である．供試  

果実はCu，Feを含む培地で生育したので何らかの形で含まれていると推定され，梗準量以上の添  

加による過剰善がNO′3－Nの蓄積として現われたのかもしれない．アスコルビン酸は2～6日間  

で酸化されて効果が現われなかったとも考えられる．アスコルビン酸に関してはMo欠乏の植物は  

アスコルビン酸量が少なく，NO′a－N量が多く，この植物にhノIoを添加するとアスコルビン酸量が  

増し，NO′ユーN量が減少するといj）れ13）・14），著者らの実験でもトマト果実中のアスコルビン談  

塾とNO′a－N量との間には負の相関鞠係があることが確められている．   

以上の結果から完熟果のNO′3－N蓄童には次の場合が考えられる．1）未熟具に多く蓄積し，  

その蓄積が完熟期まで持続する．2）未熟具に多く蓄積し，熱度の進行［いこ減少するが，なおかつ  
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蓄積する（還元力はあるが，未熟果に異常に蓄積したため，還元能力以上のNO′3－Nフが残る）3）  

未熟異に多く蓄積し，減少するが催色果，完熟果でもわずかに吸収する（催色果，完熟果で吸収さ  

れたNO′3一対が収穫された完熟異に蓄積している）．正常な環境条件では1）の場合ほまれであ  

ろう．完熟果にNO′8－Nが認められない場合には1）未熟異に多く苦境し，熟度の進行と共に着  

るしく減少する場合と 2）培地のNO′3－N不足により，未熟果，完熟異にも少ない場合が考えら  

れる．   

5 要  約  

1）トマト果実自体のNO′3－N吸収，蓄積量を知るため，果実培養法でトマト果実を培養した．   

2）未熟果はNO′3－Nを多く吸収し，蓄積するが，完熟果ははとんど吸収しない．   

3）催色果でNO′8－Nを吸収する場合には完熟果でもわずかに吸収する場合がある．   

4）果実培養法による果実のNO′3－N蓄積畠は圃場戴培巾の果実の蓄積最よりはるかに多く，  

トマト果実自体の吸収力は予想以上に大きいと推定された．   

5）丸Io，シマジン，ジベレリンは蓄積を抑制する効果があったが，Cu，Fe は蓄積を増大させ  

た．  
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